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思想篇』 （岩波書店、 一九四〇～四二） の翻刻方針や書誌情報を見直したものである。
『全集』は廣瀬豊が各地で行った資料調査をもとに収集・編集
され、今日までも数々の先行研究で基礎的文献として利用さ







かる前提 もとで、今後は山鹿文庫等を軸 原典との照合 踏まえた素行研究が必須といえよう。
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二） ・ 『山鹿素行集』全八巻（国民精神文化研究所、一九三六～四二） 、そして戦後は『日本思想大系三二
 
山鹿素行』





思想篇』 （以下、 『全集』と表記）は、講義書の『山鹿語類』 、武家の歴史を記した『武家事
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文学研究資料館（東京都立川市、以下「国文学研究資料館」と表記）の特別コレクションに「山鹿文庫」として近年移管され、 『全集』当時の書誌情報と大きく異なる。所蔵先が変更され、 所載資料と底本と 比較検討 、ある程度可能となった今『全集』のみに依拠す 積極的理由は
ない。本稿では『全集』が成し遂げた達成点とともに課
題点を明らかにし 素行関連の研究を行う上で必要となる ろう基礎的な文献利用 道筋を提示する。
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究所嘱託（当時）廣瀬豊らによる史料調査にある。廣瀬は素行の子孫が代々仕えた津軽・平戸にとどまらず、生誕の地である会津や、 子孫の山鹿誠之助が当時勤務していた京都帝国大学図書館、 素行の二女鶴が嫁いだ喜多村家文書 （兵庫県伊丹市）等、全国一二府都県に赴き、後に「史料採訪記」 （『山鹿素行全集
 
月報』 〔以下『月報』と表記〕二～





























































































































































17  16  15  14  





































































































































































































































































































65  64  63  62  
 61  60  59  58  57  56  55  54  53  52  51  
詩歌
 

















































































































































































































































































































































































































































































































 － 195 －
























































































はもちろんだが、 『月報』上の「遺著解題」 ・ 「史料採
訪記」には、未翻刻の著作が数多く紹介さ ている以上、
素行の著作の全容が『全集』によって明らかにされたわけ






を対象とした現状を伝えている。かかる事情により『四書句読大全』 翻刻は『大学』 とどめ、代わり 「比較的楽に読める」という、随筆類の『山鹿随筆』 （廣瀬豊命名）を掲載したという。ただし、図一にあるとおり、 『山鹿随
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  『治教要録』 （明暦二〔一六五六〕 年成立）は、壮年期における素行の政治・経済思想を見る上で貴重な著作である。
全三一巻に及ぶ『治教要録』は治道・治法の二篇に分かれ、統治論を軸に選挙・民政・学校教育・風俗の是正といった政治学全般 関する素行の持論が展開されて る。 だし『全集』で 巻七の治道（論二治道一・風俗）を抄録したにすぎず『治教要録』の全容がわかるわけではな 。それ ともに留意すべき点は、廣瀬 よる書誌情報である。
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図 2：『治教要録』25・26 巻 
（国文学研究資料館蔵） 



































山鹿高通」 という記述が残されている。 文久元年本は後代の加筆としても、 明治後期以降、
















録』 ・国文学研究資料館編『古典籍総合目録』 岩波書店 においても典拠先を記す参考書にもなった。ただし『素行文庫目録』は図画類を除 た目録であって、 平戸山鹿家内の全史料を網羅したわけではない。 前掲以降の凡例にて「今日の分類整理は、当面の文献保管の為にせる臨時的処置にして、厳密精到なる学問的整理 、之を他日に期せんとす」とされているとおり あくまでも臨時 整理であった事実も押 えなくては るまい。結局のところ、平戸山鹿家文献は戦前『全集』上にて明らかにされ 調査と『素行文
庫目録』でとどまり、本格的な文献整理には至っていなかっ










その目録は、現在『山鹿家積徳堂文庫目録稿』としてリストＡ・リストＢ（一） ・ （二） 、そして追加委託分に、それ






しかし、長年素行関連 献が見過ごされてきた現状 比べると、素行の著作を一部原典から考察できる以上、 『全集』の問題点も踏まえた照合は可能となった。山鹿文庫を軸とした素行研究、及び積徳堂における蔵書から導き出され得る書物知等、多方面の検討が今後はさらに求められる ころである。
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らかにされてこなかった。それは思えば『全集』が、素行研究者の中で信頼を得て、原典との照合が充分 果たせなかった事実をも意味するのではないか。長年 間、これらの文献群が用いら ることなく見過ごされてき 現状を踏まえ、山鹿文庫の発信、そして『全集』収載史料との照合等 関連文献を用い 精査を今後に期すとして 稿を
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13）寺島恒世 「 「山鹿文庫」 受贈に関わる表彰式について」 （人間文化研究機構国文学研究資料館 『国文研ニューズ』
三九、二〇一五）参照。
 
   
